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制度理論（institutional theory）、資源依存理論（resource dependence theory）、社会ネッ
トワーク理論（social network theory）、取引コスト（transaction cost）のそれぞれの理論
的側面から、国内の政治的環境が持つ脅威および機会について整理している。例えば、
資源依存理論は、企業の政治的活動（corporate political activities）に代表されるように政 
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体的にはまず、Vernon (1971)や Boddewyn and Brewer (1994)をはじめとする国際的政治的
環境における政治的活動の重要性の指摘から、Hillman and Wan (2005)などの現地国にお
ける政治的活動の議論をしている。続いて、Kobrin (1978)にはじまりその後 Deliosらが
行っている政治的不確実性と国際化の研究についてレビューしている。これらは国際的
政治的環境を脅威と捉える見方である。続いて、Frynas and Mellahi (2003)をはじめとす
る国際的政治的環境を機会と捉える研究につなげている。 
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ではさらに本論文の限界を提示している。例えば、本論文では企業間相互作用の考慮がなされて
いない点や、解釈（interpretation）を直接測ることができていない点などを提示している。 
 
